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蠣 第52回肱川町成人式

祝成人 1月10日（成人の日）、第52回肱川町成人式を開催しました。

〈詳細記事は公民館報に掲載〉

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝

冷鹿野） I I 湖の渡り鳥・・・・・・•.． ． ．． ． ．．．． ． 2

0肱川町長寿番付発表・・・•.... . . . .... 3 

層お知らせ・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・・ • ·· 4 

慢お元気ですか保健婦です・・・・・・・・・ 8

屯社協だより ・ ・• . ．．．．．．．．．．．．． ．．． ．． ．． ．．． 9

~3 月のカレンダー ・・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・・・・・ •16

＝森林組合だより＝

慢立ち木の評価方法・・・・・・ ・ ・・・・ ・・・・ ・・ • 10

衝森林•林業に保る税金の種類お よび鮒li惜置 ・・・11

＝公民館報＝

唖第52回肱JII 町成人式・・ ・・・・・・・・・・ ・• •12 
慢復刻歌麿版画アメリカヘ・・・・・・"・14

~ASUKA青年団だより・・ ・ ・・ ・ ・ ··15

人口 3,2 1 3人 (-2)

男 1,5 3 7人(+2) 

女 1,6 7 6人 (-4)

世帯数 1,066誹(+1) 

（平成12年 1月31日現在）



i酋。径。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 且 (2)

湖面で羽を休めるオシドリ

鹿野川湖 の水鳥数

種類 IオシドリIマガモIコガモIカルガモIトモ立茫IヨシガモIカワウ 計

数（羽） 3.216 1.230 440 512 22 

こ
の
冬
鹿
野
川
湖
に
飛
来
し
た
渡
り
鳥
（
水
鳥
）
の
数
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
肱
川
流
域
の
野
鳥
調
査
の
一
環
と
し
て
、
日

本
野
鳥
の
会
愛
媛
県
支
部
会
員
五
人
が
、

一
月
十
四
日
に
調
査
さ
れ

た
も
の
で
す
。

鳥
の
種
類
と
数
は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
日
本
一
と
い
わ
れ
て
い
る
オ
シ
ド
リ
は
、

昨
年
の
千
八
百
三
十
六
羽
よ
り
大
き
く
増
え
て
、

三
千
二
百
十
六
羽
が
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
こ
ん
な
野
鳥
の

楽
園
が
あ
り
ま
す
。
一
度
観
察
に
出
か
け
て
み
ら

れ
て
み
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

25 30 5.475 

山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
協
議
会

（
渡
辺
弘
務
会
長
）
は
、
二
月
三

日

・
四
日
の
二
日
間
、
大
分
県

大
山
町
で
建
設
さ
れ
て
い
る

「
大
山
ダ
ム
」
を
視
察
・
研
修

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
会
員
二
十
一
人
、

建
設
省
、
県
、
町
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
二
人
の
総
勢
二
十
七
人
で
し

こ。t
 「大
山
ダ
ム

」
は
、
大
山
町

内
の
筑
後
川
の
支
流
に
造
ら
れ

る
も
の
で
、
規
模
は
、
重
力
式

コ
ソ
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
、
高
さ
九

十
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
百
八
十

五
メ
ー
ト
ル
、
水
没
戸
数
四
十

二
戸
と
、
山
鳥
坂
ダ
ム
と
ほ
ぼ

同
じ
く
ら
い
の
ダ
ム
で
し
た
。

補
償
交
渉
は
平
成
十
年
一
月

山鳥坂ダム対策協議会

崚辿必が；視察篇停蛉,;，松蒻蚤桑唸印位心j;叡認魯叡叡屈'

に
妥
結
し
、
現
在
は
生
活
再
建

の
真
っ
直
中
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
た
。
中
で
も
十
五
戸
の
団
地

は
住
宅
の
建
築
が
大
部
分
終
わ

り
、
移
り
住
ん
で
い
る
人
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
大
山
ダ
ム

」
は
、
予
備
調

査
開
始
が
昭
和
五
十
四
年
で
、

山
鳥
坂
ダ
ム
よ
り
三
年
ほ
ど
早

く
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
既
に
、

周
辺
整
備
計
画
も
昨
年
決
定
を

受
け
、
一
部
は
着
工
も
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

地
元
組
織
の
事
務
局
長
か
ら

も
交
渉
の
手
順
や
組
織
の
在
り

方
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た

が、

組
織
の
団
結
強
化
は
も
ち

ろ
ん

の
こ
と
、
役
員
の
責
務
、

会
員
と
役
員
の
信
頼
関
係
の
大

ー、Tl-- ---·— —-. 
一・

I 
I "・ _ 

大山ダムの説明を聞く参加者

--ィ＿＿／ ．
-, 

住宅が建築された団地

切
さ
な
ど
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

補
償
交
渉
の
経
過
を
見
る
と
、

平
成
八
年
十
二
月
に
発
会
式
を

し
て
か
ら
十
年
一
月
の
補
償
基

準
妥
結
調
印
式
ま
で
の
一
年
ニ

カ
月
の
間
に
百
八
回
の
会
合
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

強
調
さ
れ
た
言
葉
の
意
味
は
十

分
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

「皆
が
一
緒
に
な
っ

て
生
活
再
建
が
出
来
た
こ
と
が

一
番
大
き
な
成
果
」
と
の
言
葉

に
、
欲
得
で
は
出
来
な
い
こ
と

だ
と
感
服
し
ま
し
た
。

山
鳥
坂
ダ
ム
も
、
今
年
夏
に

は
大
き
な
決
断
が
な
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

先
例
ダ
ム
を
見
る
と
大
き
な

犠
牲
を
乗
り
越
え
、
明
る
＜
生

活
再
建
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
鳥
坂
ダ
ム
も
早
く
そ
う
い
っ

た
時
期
が
来
て
欲
し
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

（
ダ
ム
対
策
課
）



(3) ~毯。禽領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります

新
春
恒
例
の
「
肱
川
町

長
寿
番
付
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

東
の
横
綱
は
、
昨
年
同

様
、
上
嵯
峨
谷
の
高
橋
安

一
さ
ん
で
、
百
五
歳
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
ご
存
じ
の

と
お
り
高
橋
さ
ん
は
、
愛

媛
県
内
で
も
最
高
齢
で
す
。

西
の
横
綱
も
同
じ
く
上

鹿
野
川
の
大
越

モ
ト
ヱ
さ

ん
で
百
四
歳
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
•
平
成
と
、
四

つ
の
時
代
を
生
き
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
苦
難
も
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で

過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

（町民憲章）

長寿番付発表

扇

東横綱

西横綱

高橋 安一 さん

大越モトヱさん

長 寿 番 付 表 平成12年2月 1日現在

東 寿 西

部落名 氏 名 生年月日 性別 年齢 番 付 部落名 氏 名 生年月日 性別 年齢

上嵯峨谷 高橋 安一 M27.ll.14 男 105 横綱 上鹿野川 大越モトヱ M28.7.30 女 104 

中居谷 櫻田ミサヲ M32.l.13 女 101 大関 かわかみ荘 米田フクヱ M32.7.15 女 100 

北/ヽ 栄 上野サカヱ M32.12.17 女 100 ”’ 郷 栗田クニヱ M33. 1.30 女 100 

かわかみ荘 坂井キミヱ M33.3.19 女 99 関脇 かわかみ荘 柁谷 邦子 M34. 9. 5 女 98 

郷 松田 ヌイ M34.12. 5 女 98 小結 かわかみ荘 本門フジヱ M35.10.21 女 97 

大 和 出水サカエ M36.10.21 女 96 前頭筆頭 瓜生谷 山下ソメヨ M37.7.16 女 95 

中 野 松尾、ンズカ M37.7.23 女 95 2 協 生 坪田 嘉儀 M37.9.l 男 95 

かみかわ荘 白石キクヨ M37.9.13 女 95 3 市之畦 保積チョノ M38.l.15 女 95 

白 石 寺岡幾次郎 M38.10.ll 男 94 4 小 倉 大森フユノ M38.12.27 女 94 

かわかみ荘 山下トラヨ M39. 2.20 女 93 5 小 藪 宇都宮常行 M39. 6. 6 男 93 

かわかみ荘 永成ツヤヱ M40. 2.20 女 92 6 かわかみ荘 松本チョ子 M 40. 4. 1 女 92 

上鹿野川 和氣 花子 M40.5.23 女 92 7 道野尾 東 カホル M40. 5.24 女 92 

中 野 曽根フサコ M40. 5.29 女 92 8 柳 堀 ツ子ヨ M40. 7. 5 女 92 

協 生 安川 正則 M40.9.19 男 92 ， 藤野原 池田 宮コ M40.ll.29 女 92 
かわかみ荘 花岡農夫雄 M40.12. 1 男 92 10 嘉 城 山田ヨシ子 M40.12. 9 女 92 

±1:: ノ'‘ 栄 中野 貞子 M40.12.21 女 92 11 下鹿野川 池田 愛子 M41. 3.13 女 91 

中 野 藤庇ハナミ M41. 4.16 女 91 12 北ノ‘ 栄 坂 タケ オ M41. 9. 3 女 91 

市之畦 三瀕 シマ M41.10.15 女 91 13 柳 菅原 勤 M41.10.24 男 91 

1Jヽ 藪 三井ミツル M41.ll.ll 女 91 14 下嵯峨谷 城戸ミナコ M41.12.25 女 91 

かわかみ荘 西村 繁子 M42.l.28 女 91 15 下鹿野川 川上 幸子 M42.7.28 女 90 

広 常 新 重子 M42. 7. 30 女 90 十両 大 和 神井恵美子 M42.8.26 女 90 

下鹿野 川 金野フジェ M42.9.5 女 90 2 山 槌 久保田嘉行 M42.10.10 男 90 

かわかみ荘．櫻田トク子 M42.10.21 女 90 3 小 藪 沖野 藤徳 M43.l.17 男 90 

上鹿野 川 丸山 音澄 M43.2.27 男 89 4 八重栗 冨永アサ子 M43. 3.21 女 89 

協 生 山 本オチウ M 43. 5. 2 女 89 5 小 藪 沖野ヨシオ M43.5.31 女 89 

町 大野、ンズカ M43.7.10 女 89 6 市之畦 三瀬ヲヌイ M43.12.26 女 89 

かわかみ荘 士居 好子 M44.3.2 女 88 7 大 和 上原知工子 M44. 3.29 女 88 

／」ヽ 藪 萬岡ツルコ M44.7.21 女 88 8 かわかみ荘 大西ミサヲ M 44. 8. 1 女 88 

道野尾 岡 喜重郎 M44.9.12 男 88 ， 協 生 谷本 恒雄 M44.10. 1 男 88 

森 兵頭 数馬 M44.ll. 7 男 88 10 郷 山本 藤蔵 M44.ll.10 男 88 

町議会議長松本金次郎 民生委員総務笹： ＊ 明徳 町 長大野 和

行 司町老連会長中居喜代光 検査役収入 役中野 博司 勧進元

助 役森 繁 福祉課長片山 政治 社協会長ネ届 田 保



柩毯。毯。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） ~(4) 

町
で
は
、
平
成
十
一
年
度
に

公
営
住
宅
を
五
戸
建
設
し
て
お

り
ま
す
。
完
成
は
、
平
成
十
二

年
三
月
末
の
見
込
み
で
す
。

次
の
と
お
り
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ

、0し0
入
居
者
の
資
格

所
得
要
件
が
二
十
万
円
以
下

で
、
入
居
後
該
当
住
宅
に
住
居

移
転
が

で
き
る
者
。

〇
募
集
戸
数
・
間
取
り

五
戸
、

3
D
K

0
規
模
・
構
造

八
一
•
四
面
、
木
造
二
階
建

0
入
居
予
定
日

平
成
十
二
年
四
月
一
日
予
定

0
家
賃
（
月
額
）

二
二
、
一

0
0円
ー

三
六
、
六

0
0円

町営住 ー宅

入居者募集

〇

敷

金

家
賃
の
三
カ
月
分
に
相
当
す

る
金
額

0
入
居
申
込
受
付
期
間

平
成
十
二
年
二
月
二
十
一
日

か
ら

平
成
十
二
年
三
月
四
日
ま
で

〇
申
込
先

肱
川
町
建
設
課

〇
申
込
み
に
必
要
な
書
類

・
公
営
住
宅
入
居
申
込
書

（
建
設
課
備
え
付
け
）

・
入
居
者
全
員
の
住
民
票
抄

本
・
入
居
者
の
前
年
の
所
得
証

明
書
（
源
泉
徴
収
票
）

0
選
考
方
法

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
を
行
い
ま
す
。

建
設
中
の
町
営
住
宅

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月

一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

新
た
に
所
有
者
に
な
っ
た
人
、

所
有
者
で
な
く
な
っ
た
人
な
ど

は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
（
総
排
気

量
が
―
二
五

cc
以
下
）
と
小
型

特
殊
自
動
車
に
つ
い
て
は
役
場

税
務
係
で
、
そ
れ
以
外
の
車
種

に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
協
会

又
は
陸
運
事
務
所
で
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
原
付
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合
〉

役
場
で
名
義
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

い
と
、
あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま

す。〈
原
付
の
車
体
を
変
更
し
た
場

合
〉
役
場
で
車
体
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

い
と
、
自
賠
責
保
険
の
変
更
が

で
き
ま
せ
ん
。

〈
所
有
者
が
死
亡
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
や
、
車
体
を
紛
失
し

た
場
合
〉

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
印
鑑
を
持
参
の

う
え
役
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

所
有
者
が
死
亡
し
た
時
は
、

一身

内
の
人
が
名
義
変
更
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
転
入
・
転
出
さ
れ
た
場
合
〉

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ソ
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
役
場
へ
返
却
し
、

新
住
所
地
で
届
出
て
新
た
に
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
入
の
場
合
は
、
肱
川
町
の

ナ
ソ
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
受
け
取

る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
〉

ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を

出
し
、
そ
の
後
役
場
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
に
対
す
る
減
免
制
度

も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
税
務

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
事
な
ど
の
騎
事
。
褻
直

手

続

き

は

お

早

め

に

中中中中中中中ofoofo中中中中中中中中中中中中中中中ofo中中中ofoofo中 ofoofoofo

［住宅金融公庫が救済措閻 l
t 政府の閣議決定により住宅金融公庫では、①不令
令況による倒産な ど勤務先の事情により返済が困難令
令になり、②年収倍率（年収／年問総返済額）が 4倍令

令以下で、③返済条件の変更で今後の返済を継続で 令
令 きる方について、返済期間を10年問延長するなど 令

令の救済措置を講じています。詳細は返済中の金融令

令機関、 または住宅金融公庫四国支店 令

令（云087. 8 2 5. 0 5 1 1）へ i
虹ofoofoofo•臼oofoofo ofo ofo ofo C臼 oofo←臼oofoofo ofo ofo ofo C臼 oofoo臼 0←臼oofoofo中＃

み
な
さ
ん
が
所
有
し
て
お
ら

れ
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
そ

の
中
身
を
確
認
し
て
い
た
だ
＜

た
め
に
「
課
税
台
帳
の
縦
覧
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

本
年
は
評
価
替
の
年
で
す
の

で
、
四
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
の
税

務
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
固
定
資
産
課
税
一

一
台
帳
の
縦
覧



(5) ~毯。毯 。後） 仕事や生活に夢をもって

喜口:冨

豊かなまちをつくります

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
空
気

が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
も
多
く
、
山
。

林
火
災
が
年
間
を
通
し
て
最
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
山
林
火
災
を
防
ぐ
た
め
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●

た
き
火
な
ど
を
行
う
場
合
は
風

の
強
い
日
は
さ
け
、
た
き
火
な
ど

を
し
た
後
は
水
や
土
を
か
け
て
後

始
末
を
完
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

●

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

「
あ
ぶ
な
い
よ
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
し
た
そ
の
火
」

（町民憲章） 臼

三
月
一
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
の

一
週
間
「
あ
ぶ
な
い
よ
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
に
し
た
そ
の
火
」
を
統
一
標
語

に
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

川
上
支
署
で
は
、
こ
の
期
間
中
に

高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問
や
住
宅
防
火

診
断
、
防
火
対
象
物
の
立
入
検
査
な

ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

予
川上支署

（
 
年 金 だ よ り ）

 こんなときには届出を

届出を忘れると、将来、年金が受けられない場合

もありますので、次のような場合は届出をすみやか

におこないましょう。

●20歳の誕生日がきたら
20歳になって厚生年金保険などに加入していない

人は、あなたの住んでいる市区町村役場で国民年金

に加入する手続きをします。

●職場の年金に加入したとき

国民年金だけに加入していた人（第 1号被保険者・

第 3号被保険者）が厚生年金保険などに加入したと

きには、市区町村役場の窓口で、第 2号被保険者に

変更する手続きをします。

-

l

¥

 

／

ヽ

＼
〇
止
窓

(
2
 

＼
 

●退職したとき

会社に勤めていた人が、 60歳前に退職したときに

は個人で国民年金に加入することになります。市区

町村役場への手続きが必要となります。また、サラ

リーマソの妻など（会社などの年金に加入している

人の被扶養配偶者）も、配偶者が職場を退職すると、

60歳になるまで国民年金に加入し保険料を納めなけ

ればなりません。市区町村役場への手続きが必要で

す。

●結婚したとき

結婚して住所や氏名が変わったときは、市区町村

役場へ手続きが必要です。また、配偶者が職場の年

金に加入している場合も手続きが必要です。

●引っ越ししたとき

引っ越ししたときには、住民票の手続ぎと一緒に

国民年金の手続きをしてください。その際、保険料

を銀行などで自動払い（口座振替）をしている人は、

銀行などの手続きを忘れないようにしましょう。



柩毯。箆。領） ！教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章）

森
を
駆
け
る
風
、
水
辺
の
音
、

深
き
森
の
静
け
さ
の
中
に
、
野

鳥
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す。
肱
川
に
生
息
す
る
鳥
獣
を
題

材
に
長
浜
町
在
住
の
永
井
恭
平

氏
が

「
手
つ
か
ず
の
自
然
が
何

よ
り
も
私
た
ち
に
今
一
番
必
要

だ
」
と
、
創
作
し
て
き
た
作
品

「
木
彫
画
展
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

＊
展
示
期
間
三
月
二
十
七
日

ま

で

（

火

曜

日

休

館

）

＊
展
示
場
所
風
の
博
物
館

＊
展
示
点
数
木
彫
画
六
十
点

＊

入

館

料

一

般

三

百

円

（
小
中
高
校
生
は
半
額
で
す
）

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

、o
し

紅 (6)

風の博物館

ご

案

内

木
彫
画
展

80
歳
で
、
⑳
本
の
歯
を
残
そ
う

元
気
印
教
室
で

歯

磨

き

指

導

一
月
十
八
日
（
金
）
、
保
健
セ

ソ
タ
ー
で
元
気
印
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

「
歯
周
病
予
防
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
大

洲
保
健
所
歯
科
衛
生
士
の
松
田

智
子
先
生
に
、
講
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

歯
を
失
う
原
因
の
ト
ッ
プ
は

歯
周
病
で
、
五
十
歳
以
上
の
八

割
が
罹
患
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

歯
肉
の
病
気
（
歯
周
病
）
は
、
食

歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

l
 

後
の
歯
磨
き
な
ど
、
歯
垢
の
コ

ソ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
口
腔
の

健
康
度
を
高
め
る
こ
と
で
予
防

で
き
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方
、
持
ち

方
、
交
換
ど
き
の
説
明
の
あ
と
、

歯
磨
き
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

八
十
歳
で
二
十
本
の
歯
が
残

せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。 ブラッシングはていねいに

平成12年度米穀販売業更新及び
新規登録申請手続きの御案内
平成9年度に登録を受けられた方は、有効期間の

3年が満了しますので、引き続き計画流通米の販売

を行う場合には、更新手続きをしてください。

また、愛媛県内で新たに計画流通米の販売（卸売

業・小売業）を行おうとする場合には、愛媛県知事

の登録を受ける必要があります。

登録を受けようとする方は平成12年 3月15日から
同年4月30日までに申請手続きをしてください。
この登録申請手続きについては、次の窓口で受付

しています。

業種 ’怠→―’ 口 住所及び電話番号

県内 八幡浜地方局産業経済栂 〒796-0048
八幡浜市北浜1丁目躍}37号

小売業 農 政 課 TEL 0894-22-4111内線304

卸売業 農林水産蹄農産園芸課 〒790-8570
松山市一番町4丁目竹昏地2

県外小売業 食 糧 係 TEL 089-941-2111内線3344

チャイルドシートの使用義務化
く警察庁〉

平成12年4月1日から、自動車の運転者はチャ

イルドシートを使用しない6歳未満の幼児を同
乗させてはならないこととされ、違反者には基

礎点数1点が付されることとなります。

学童用
(4~10歳程度）

”>
幼児用 乳児用

(4か月～4歳程度） （0～12か月程度）

※適用年齢は、あくまで目安で、子どもの体格や製品によって異なります。



(7) 柩毯。啓。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 1 厖

（
 
国 保 だ よ り ）

 1あとで払い戻されるもの（療養費の支給）
次の場合、いったん費用を全額支払ったあとで、その一部が払い戻されます。

●急病でやむをえず非保険医や保険証をもたずに医者にかかった場合

●医師が必要と認めたコルセットなどの治療装具代

●医師が必要と認めた、あんま、マッサージなどの施術料

●骨折、ねんざで柔道整復師の施術を受けた場合

（国保の取りあつかいをしている柔道整復師で施術を受けた場合には、医療

機関と同様に一部負担金で施術が受けられます）

●輸血をしたときの生血代（第三者に限る）

1現金で払ってもらえるもの
次の場合、現金が支給されます。

被保険者が出産した（妊娠85日以

出産育児一時金 上の死産 ・流産を含む）場合に支
給

葬祭費
被保険者が亡くなった場合、葬儀
を行った人に支給

移送費
被火保険者が療養の給付などを受
けるために移送されたときで、保
険者が必要と認めた場合に支給

1国保でみてもらえないもの
国保に加入していても、保険診療

悶:；ゞt;：二ご‘ま制し19□/?:
1保険診療の対象とならないもの
●正常な妊娠 ・出産

経済上の理由による妊娠中絶 / —\ ：：：：： 召
●健康診断 ・集団検診 ・予防接種

◆訪問看護を受けたら

在宅医療を受ける人が、医師の指示のもとで訪問
看護ステーションなどを利用したとき、費用の一部
を支払うだけで残りは国保で負担します。

2他の保険が適用されるもの
●仕事中のケガ（労災保険）

●継続療養

（以前の職場の，ハヽ r ＇̂J I 「・疇ら＼ご琴?'日 ：・
使えるとき）

わがまち健康歳時記

R花粉症が春に多いのは？

春になると花粉症でマスクをしたり、目を真っ
赤にしている人を多く見かけます。春先に多いの
は、スギの花粉がこの季節に大量に飛散するから
です。スギ花粉症は近年患者数が増えているとい

われていますが、戦後大量に植え

たスギが成長したことや舗装道路
や建造物の増加により、花粉が地
面に定着しにくくなったことが主
な原因と考えられています。花粉
症の人は春になる前に専門のお医
者さんにご相談を。

3制限されるもの
●犯罪を犯したときの病気やケガ

●故意による病気やケガ

• けんか、泥酔などによる病気やケガ

●医師や保険者の指示に従わ

なかったとき 岱応叫ヽ

• 国外にいるとき

●少年院や監獄に収
/ ＼、

されたとき



柩毯。毯。座） 思いやりの心を育て

糖
尿
病
の
予
防
に

人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 后 (8)

食
物
繊
維
と
は

大
腸
が
ん
や
便
秘
の
予
防
に

食物繊維で便秘・大

腸がんを予防

●野菜、海藻をたっぷりと

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す

食
物
繊
維
と
は
、
簡
単
に
い

う
と
、

「
主
に
植
物
性
の
食
品

に
含
ま
れ
、
人
間
の
消
化
酵
素

で
は
消
化
さ
れ
な
い
成
分
」
の

こ
と
で
す
。

食
物
繊
維
は
消
化
さ
れ
な
い

ま
ま
大
腸
に
至
り
、
便
と
し
て

排
出
さ
れ
ま
す
。

食
物
繊
維
と
い
え
ば
、
ご
ぽ

う
の
よ
う
な
筋
っ
ぽ
い
も
の
を

相
裳
隊
し
が
ち
で
す
が
、
こ
ん
に
ゃ

く
や
寒
天
な
ど
に
も
た
く
さ
ん

の
食
物
繊
維
が
含
ま
れ
て
い
ま

す。
食
べ
も
の
は
十
時
間
以
内
に

小
腸
に
送
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ

が
食
物
繊
維
が
多
い
と
食
べ
も

の
が
消
化
管
の
中
を
ゆ
っ
く
り

と
進
み
、
栄
養
分
の
消
化
吸
収

も
遅
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
糖
尿
病
の
予
防
に
つ
な
が
る

の
で
す
。

食
物
繊
維
の
少
な
い
食
品
を

食
べ
る
と
食
物
中
の
糖
が
す
ば

や
く
吸
収
さ
れ
、
食
後
の
血
糖

値
が
急
速
に
上
昇
し
ま
す
Q

血

糖
値
が
急
上
昇
す
る
と
、
そ
れ

だ
け
イ
ソ
ス
リ
ソ
の
分
泌
が
増

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
イ
ソ
ス

リ
ソ
の
多
量
分
泌
が
長
く
続
く

こ
と
が
原
因
で
糖
尿
病
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
の
で
す
。

し
か
し
、
食
物
繊
維
が
多
い

と
糖
が
ゆ
っ
く
り
吸
収
さ
れ
る

た
め
、
血
糖
値
の
上
昇
が
ゆ
る

や
か
に
な
り
ま
す
。

一
般
に
、
食
べ
も
の
が
大
腸

に
と
ど
ま
る
時
間
は
、
二
十
時

間
か
ら
長
い
人
で
は
百
時
間
に

も
な
り
ま
す
。
し
か
し
食
物
繊

維
が
多
い
と
便
の
量
が
多
く
な

り
大
腸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
時

間
が
短
く
な
り
便
通
が
よ
く
な

り
ま
す
。
便
通
が
よ
く
な
る
と
、

食
物
繊
維
と
い
え
ば
野
菜
を

思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
サ
ラ
ダ
を
多
く
食
べ

る
と
必
要
量
が
と
れ
る
か
と
い

う
と
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
日
に
必
要
な
食
物
繊
維
ニ

+
gを
と
る
に
は
、
ト
マ
ト
な

ら
二
十
！
三
十
個
、
き
ゅ
う
り

な
ら
二
十
本
も
食
べ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

食
物
繊
維
を
豊
富
に
含
ん
で

い
る
食
品
に
、
乾
物
が
あ
り
ま

す。
一
日
二
十

g
の
食
物
繊
維
を

切
り
干
し
大
根
な
ら
百

g
、
か

ん
び
ょ
う
（
乾
）
な
ら
六
十
六

g

で
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ひ
じ
き
や
干
し
し
い
た
け
、

寒
天
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
も
繊

維
が
豊
富
で
す
。

穀
類
で
は
、
大
麦
に
は
精
白

米
の
十
倍
、
玄
米
に
は
精
白
米

の
四
倍
も
食
物
繊
維
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

い
ん
げ
ん
豆
、
え
ん
ど
う
豆
、

大
豆
な
ど
の
豆
類
に
も
食
物
繊

維
が
豊
富
で
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
作
用
が
大
変
す
ぐ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
大
豆
は
豆
腐
に

な
る
と
食
物
繊
維
は
失
わ
れ
ま

乾
物
や
海
藻
に
多
い

食
べ
物
の
中
の
発
が
ん
物
質
が

大
腸
に
と
ど
ま
る
時
間
が
短
く

な
り
ま
す
。

お父さん
お母さん

お父さん
お母さん

No.〈ね西）R
達バミア大 だひなし
なツニソ好こ°つ僕＜僕
んクカパきん つはね‘
だ ‘l ソなな き‘°た
゜大がマも僕 虫大毎い
事は‘ノのに に好日き
ないしミ凡均 なき‘で
大つ つな甘す
事た宝そ他
れ
てマぇ

な重物 に るマんよ
友いの

は
、も んに坊ろ

晃己さん
幸美さん

時男さん
利子さん

は
じ
め
ま
し
て
、
愛
季
で

す
。
お
手
伝
い
も
で
き
て
、

い
い
子
な
ん
だ
け
ど
、
わ
が

ま
ま
な
所
も
、
あ
っ
ち
ゃ
い

ま
す
。B
F
も
い
て
、
毎
日
、
楽

し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

沖
野

た

い

・

泰
己
ち
ゃ
ん

（
上
鹿
野
川
）

平
成

9
年
10
月
16
日
生

2
歳
4
カ
月

門
多

ぁ

e

愛
季
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

平
成

9
年
10
月
2
0
日
生

2
歳
4
カ
月

す
が
「
お
か
ら
」
は
食
物
繊
維

そ
の
も
の
で
す
。

野
菜
の
な
か
で
は
ご
ぼ
う
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
多
く
含
ま
れ

ま
す
。
食
品
と
し
て
重
要
度
が
高
い

の
は
何
と
い
っ
て
も
主
食
と
な

る
穀
類
で
す
。
白
米
に
大
麦
を

入
れ
て
炊
く
な
ど
の
工
夫
が
必

要
で
す
。

穀
類
と
野
菜
を
中
心
と
し
て

食
物
繊
維
の
含
有
最
の
多
い
豆

類
、
き
の
こ
類
、
い
も
類
、
海

藻
類
な
ど
を
、
毎
食
ご
と
に
、

上
手
に
と
り
入
れ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
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平成11年度歳末たすけあい募金結果

(1)義援金総括表

区 分 募 金 額

戸別募金 481,722 円

役場職員 20,000 

利 子 38 

計 501,760 

平成11年度歳末たすけあい募金配分表

配分先 人員 金 額

長期療養者 28人 140,000円

ねたきり病人等 23人 115,000円

ボーダーライソ世帯 12人 170,000円

義援金配分合計 425,000円

一般配分充当金 76,760円

合 計 501,760円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

1

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

1

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
あ
っ
を
伝
え
ま
し
た
。
総
額
四
十
二

た
か
い
お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
万
五
千
円
を
配
分
し
、
残
金
に

ソ
に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
つ
き
ま
し
て
は
県
共
同
募
金
会

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
に
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
残
金
は
平
成
十
二
年
度

目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
に
全
額
交
付
さ
れ
、
児
童
福
祉
、

が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
老
人
福
祉
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
な

し
上
げ
ま
す
。
募
金
の
総
額
は
ど
多
分
野
に
わ
た
っ
て
使
用
い

別
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
た
し
ま
す
。
た
す
け
あ
い
募
金

こ
の
募
金
で

「
町
内
の
寝
た
き
は
、
全
額
配
分
す
る
の
で
は
な

り
者
、
長
期
療
養
者
、
低
所
得
く
、
町
全
体
の
福
祉
向
上
の
た

者
世
帯
」
に
、
民
生
委
員
さ
ん
め
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

を
通
じ
て
「
皆
様
の
ま
ご
こ
ろ
」

社゚
協
た
よ
り

肱川町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2340 

(2)部落別明細書

部 落 金 額 戸数 部落 金 額 戸数

小畑井 2,000円 4 下鹿野川 23,580円 43 
萩野尾 2,000 4 上鹿野川 24,500 40 
汗 生 14,500 21 兄＇ 造 2,500 5 
道野尾 20,108 41 見の越 3,000 6 
上森山 6,300 13 月野尾 7,000 14 
八重栗 5,500 11 下敷水 7,500 11 
山 槌 10,000 20 敷 水 10,000 20 
協 生 44,500 28 上敷水

゜嘉 城 9,500 16 下嵯峨谷1 8,001 13 
.±l:: /‘ 栄 30,000 56 下嵯峨谷2

゜中居谷 23,188 43 上嵯峨谷

゜白 石 9,000 17 菟野尾 9,700 21 
且彩／ 地 8,825 16 橡の木瀕 1,500 3 

広 常 18,500 34 柳 10,940 20 
久 保 18,500 35 郷 7,500 15 
大 平 14,360 26 市之畦 9,000 16 
大屋敷 7,500 15 瓜生谷 7,500 15 
森

゜
町 8,100 16 

肱 栄

゜
藤野原 9,000 18 

大 和 17,620 34 小 倉 2,500 5 
中 野 33,000 56 中 津 10,500 20 
小 藪 24,500 52 合 計 481,722 

゜

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

郷

市

川

清

生

様

中

津

藤

本

春

美

様

下

嵯

峨

谷

西

山

繁

綱

様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

ぜひご参加下さい

淡路花博と明石海峡大橋の旅

肱
川
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
で
は
、
年

一
回
合
同
研
修
旅
行

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
旅
行
も
今
回
で

七
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
兵
庫

県
淡
路
花
博
（
ジ
ャ

パ
ソ
フ
ロ
ー
ラ
・
ニ

0
0
0
)
と
明
石
海

峡
大
橋
•
徳
島
自
動

車
道
開
通
の
旅
を
メ

イ
ソ
に
実
施
し
ま
す
。

宿
は
淡
路
島
の
洲
本

温
泉
に
泊
ま
る
予
定

で
す
。
既
に
行
か
れ

て
お
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
旅
は
何
回
行
っ
て
も

楽
し
い
も
の
で
す
。
会
員
同
士

で
行
き
ま
す
の
で
隣
の
方
の
気

遣
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
に

応
じ
た
旅
を
行
い
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

お
互
い
に
日
頃
の
事
を
忘
れ
て

華
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。
詳
し
く
は
、
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
又
は
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紙
お
む
つ
に
つ
い
て

現
在
、
社
協
で
は
ね
た
き
り

者
を
対
象
に
紙
お
む
つ
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社

協
事
務
局
、
民
生
委
員
さ
ん
、

介
護
支
援
セ
ソ
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

¥
＼
!
|
、

穂

／

／

＼

ーゲー

「
〖
/
〗
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立木の評価方法（相続税評価方法—)
管理をして評価額以上の立木を育てましょう

立木の評価方法 三=~x~x三x`
J 

相続税評価における 1ha当たり立木の標準価格

立木の相続税評価方法
（平成 5年 1月1日以降適用）「

標準伐期にある立木の標準価額(Aa)

ロ悶謬猛は立木の売買実例価額

③素材の市場価格から逆算した価格
総合勘安して評価

IOO 磁虎
1月（植栽年） 12月：
＼ 
出払 9 斤 9ヽ 9- r • 

玉
円
円
円

万
万
万

9
3
5
 

1
2
.
 

7
 

杉
檜
松

―

―

 

—樹齢~

r
1
,
し
＇
し

9
,

！
!
！
！
＇
0
,
‘
,
~
＇
し
'
i
'
‘
,
‘
‘
,
＇
‘
‘
,
'
‘
,
｀
’
ヽ

9
‘
,

一一一一一一一一一一一
c
 ゜一一一

[
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三 塁鱈’
優良材生産は直材づくりから．I

A（平成II年）
万円

杉 140
檜 257
松 50
愛媛県

標準伐期を超え標準伐期の2倍の
樹齢までの立木の標準価額

標準伐期における立木の標準価額を基とし、その
樹齢に応じる年利2％の利率による福利終価の額
Ai=AnXl.02(i-l)(n< i) 
Ai: i年における標準価額
An：標準伐期における標準価格

県森連市況
平成12年 1月27日市

大洲木市 （単位rn'当り：円）

長さ 末口径
スギ ヒノキ マ ッ

その他
直曲がり 直 曲がり 直

7 cm［ ［ 下
本 389本 285本 524本 380

8 CID 本 485本 369本 651本 651
4m 13 cm 19,400 14,000 38,300 30,000 18cm上20,000
18 cm 19,000 12,300 36,000 28,100 24cm上24,000
2 4 cm 18 000 13 400 38 000 32 000 l)cm上34000 
7 Cil1 本本 2 0 0 本本 1 7 0 本本 2 5 0 本 170
8 cm 250 353 本

3m 11 CID 12,800 19,300 
13 CID 19,300 12,500 35,200 28,200 18cm上18,000

18口上［ 上上

17,900 14,700 34,000 31,400 ~cm上 20 , 000
2 4 cm 16 500 12 000 26 900 00cm上23000 
7 cm 本一 本一 本 一本一

2m 8 cm 本一 本一 本一 本一
16 CID 13cm上
30 cm ~cm上

6m 13 cm 24,900 19,500 51,300 42,400 18 cm 24 400 20 600 46 500 43 500 
特選 119,600 

足 場 lm当たり 円～円

備考 桧一、 枝9材マ打杉材ゴ，買桧気9 保強． い般＇ 、、合
↓rt,  ＾ 

:_.-11--1 

いi三日松 55年 トー―-----------〉
（愛媛県）

標準伐期―＿JI-一標準伐:--2_＿鯰樹齢
n年 2n年

--＾名-そ-—
”. 

～椎茸市況・
•9, • - -= 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I

澤雄茸市況 （松山椎茸市場））

森
林
組
合
だ
よ
り

市売日…平成12年 1月27日
市売数呈•••700 ケー ス 10,250kg 
平均単価 2,016円
銘柄別単価

銘 柄 価 格 相場 銘 柄 価 格 相場

こうこ ～ 特用大 1,500 ~ 2,500 保
大 厚 3,000 ~ 7,000 弱 特用中 1,500 ~ 3,000 保
中 厚 3,000 ~ 8,090 弱 特用中小 1,500 ~ 3,000 保
中小厚 2,000 ~ 5,000 翁 特用小 1,200 ~ 2,000 蔀；
4ヽ 厚 1,500 ~ 4,000 弱 大パレ 1,200 ~ 2, 000 保
大ウス 1,500 ~ 4,800 弱 中 バ レ 1,200 ~ 2,000 保
中ウス 1,500 ~ 4,800 保 中小バレ 1,000 ~ 1,500 保
中小ウ ス 1,300 ~ 4,000 保 ＇」、 パ レ 300 ~ 800 保
,Jヽ ウ ス 1, 000 ~ 3, 500 保 変 形 1,000 ~ 1,800 目号
ジ ャ ミ 300 ~ 1,000 弱 色悪ウス 300 ~ 1,600 忌号
どんこ大 ～ 色悪バレ 300 ~ 1,200 弱
どん こ中 ～ 4消立ドソコ ～ 

どんこ小 900 ~ 2,500 弱 スライス 300 ~ 6,000 保
概況 本年度の初市の品質は全体的に悪 く（秋子～晩秋子）相場も弱保合で推移 ’ 
した。特に足の長い小葉～ジャミ、格外（変形、色落）は弱い。これから ！ I 採取のピークを迎えますが、採取遅れにならない様に、又、乾燥は温度 ！ 

I I I 1'.勾 J‘臼ミ介勺 I百 夕 "‘o に気を付け、仕上げをしっかり行って下さい。 ！ 

¥..----------------------------------------------------------―’ 
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和

知

一

の二
緩

45

額

率

の

金

税

額

入

進

金

収

累る
入

木

剛

収

立

万

ょ虹

□
即

鱈

ご
[
ぃ

分

費

画

除

5

経

計

控

離

算

林

別

分

概

森

特

①

②

③

④

 

―
―
―― 
税得所

法人税［口①植林費の損金算入（植林費の翌握）

②計画造林準備金(ha当たり15万円損金算入，

4年間積立）

住民税 均等割，所得割・法人税割（山林所得の計

（地方税） 算は，所得税に準ずる）

事業税金 林業（土地を利用して樹苗，造林，保育及

（地方税） ぴ伐採を行う事業）は非課税

（譲渡所得） I 保安施設事業等2千万円の特別控除）

②林地保有の合理化（個人について8百万

旦の特別控除）

住民税ー一①譲渡益：上記特別控除後（均等割，所得

（地方税） 割，法人税割）

固定資産税 保安林等（国立公園・国定公園の特別保護

（地方税） 地区等）の非課税（本則税率： 100分の1.4)

特別土地保 ①塵人：林業の用に供する林地の非課税

有税 ［ 旱：一定の森林施業対象地の非課税
（地方税）

②保安林等は非課税（本則税率：取得価額

X 100分の1.4)

地価 税 ［り査昼（林地）は非課税

②木材市場 ・一定の者の木材保管用地はi
分の 1課税）

登録免許税1①森林整備法人に対する特例（地上権の設定登
記に対する税率の軽減）

②入会近代化法に基づく特例（所有権の移転登

記に対する税率の軽減）

不動産取得税 ①保安林は非課税

（地方税） ［②入会近代化法に基づく特例

特別土地保有一ー林地保有の特例と同様非課税（本則税率：取得

税（地方税） 価額X100分の 3)

三贈与税一ー保安林の評価額の軽減(8割～3割）

相 続 税丁①立木評価の特例（時価の85%)

②計画伐採に係る延納の特例（竺門こ以内・延納

利子税3.6%・不均等納付可）

③延納利子税の特例（保安林，緑地保全地区は

15年以内・延納利子税，年4.8%．均等納付）

④保安林の評価減(8割～3割）

0林地の評価
林地の評価は、 1筆ごとに純山林，中間山林， 市街地山林ごとに評価する

0林地の評価方法

●純山林

三三一→ 固定資産税評価額 x~ 

固定資産課税台帳（市町村有） 国税局長が定める評価倍率

に登録されている価格 （評価倍率表）
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ヽ ~

、.寸歳の風 かろやかに

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
か
ら

翌
五
十
五
年
四
月
一
日
に
生
ま

れ
た
若
者
で
、
三
十
三
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
町
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

山
田
君
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
の
後
、
「
孝
中
江
藤
樹
に

学
ぶ
」
と
題
し
て
、
一
乍
吠
環
国

立
新
谷
中
学
校
長
の
芳
我
一
章

先
生
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
、
教
師
と
し
て
、
三
十

八
年
間
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
内

の
学
校
を
勤
務
さ
れ
、
平
成
元

年
三
月
退
職
さ
れ
、

大
洲
藤
樹
会
に
参
加

さ
れ
た
り
、
大
洲
市

の
「
古
文
書
解
読
講

座
」
を
担
当
さ
れ
た

り
と
お
忙
し
い
日
々

を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
研
究
を
続

け
ら
れ
て
い
た
中
江

藤
樹
に
つ
い
て
、
平

成
十
一
年
三
月
、

「
中
江
藤
樹
と
大
洲

と
」
を
自
費
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

ー 1

新成人のみなさん

第
五
十
二
回
肱
川

町
成
人
式
を
一
月
十

日
（
祝
）
、
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
肱
川
町

公
民
館
で
行
い
ま
し

た
。
今
年
か
ら
祝
日

に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
一
月
十
五

日
だ
っ
た
の
が
、
一

月
の
第
二
月
曜
日
に

改
正
さ
れ
、
今
年
は

十
日
に
行
い
ま
し
た
。

本
年
の
対
象
は
、

t
l
9
 

r
 

ロ
匂
し

0
、
?
t
 ̀
T、℃

゜編集•発行

肱川町公民館
ff (0893) 34 -2307 

は
じ
め
に

新
し
く
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

将
来
の
洋
々
た
る
前
途
に
胸
の
高

鳴
り
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

「
李
」
に
つ
い
て

「
孝
」
と
い
う
字
を
考
え
て
み

て
ほ
し
い
。
あ
え
て
言
う
と
、
新

成
人
の
み
な
さ
ん
、
小
学
校
や
中

学
校
の
間
に
「
孝
」
と
か
、
「
親
孝

行
」
と
言
う
話
を
授
業
で
受
け
ら

れ
た
こ
と
が
な
い
と
思
う
。
「
孝
」

の
上
の
か
ん
む
り
は
「
お
い
か
ん

む
り
」
、
こ
れ
は
老
人
を
意
味
し
、

下
は
「
子
」
を
意
味
し
、
子
ど
も

が
し
っ
か
り
と
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
、
そ
し
て
、
両
親
も
含

め
、
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

安
楽
に
し
て
あ
げ
る
意
味
を
込
め

た
字
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
孝
」

L
ょ

う

こ

う

を
中
江
藤
樹
は
、
「
小
孝
」
と
言

て
い
せ
い

い
、
ま
た
、
「
定
省
の
孝
」
と
も

呼
ん
で
い
る
。
社
会
に
向
け
て
行

た
い

う
場
合
は
、
「
大
孝
」
、
ま
た
は
、

「
道
義
の
孝
」
と
言
っ
て
い
る
。

次
に
宇
宙
全
体
で
、
こ
う
い
っ
た

講師の
芳我先生

「
孝
中
江
藤
樹
に
学
ぶ
」

大
洲
藤
樹
会
員

芳

我

＿

章

先

生

こ
と
を
育
て
て
い
く
働
き
を

た
い
き
ょ

「
大
虚
の
孝
」
と
言
っ
て
い
る
。

親
孝
行
と
子
ど
も
孝
行

「
親
孝
行
」
と
い
う
の
は
、
子

ど
も
が
親
に
対
し
て
行
う
も
の
で

あ
る
の
で
、
す
ぐ
わ
か
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
う
。
「
子
ど
も
孝
行
」

と
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
親
が
子

ど
も
に
何
か
す
る
、
子
ど
も
を
立

派
に
育
て
る
こ
と
、
子
ど
も
は
祖

先
か
ら
授
か
っ
た
命
を
受
け
継
い

で
お
り
、
子
ど
も
を
大
事
に
育
て

る
と
言
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の

祖
先
の
恩
に
報
い
る
と
言
う
こ
と

で
あ
る
と
、
藤
樹
は
説
い
て
い
る
。

次
に
藤
樹
が
ど
う
「
孝
」
を
実
践

し
て
い
っ
た
か
話
し
て
み
た
い
。

中
江
藤
樹
の
生
い
立
ち

中
江
藤
樹
は
、
琵
琶
湖
の
西
岸
、

お

が

わ

近
江
の
国
小
川
村
（
現
在
の
滋
賀

県
安
曇
川
町
）
の
貧
し
い
農
家
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
、
父
母
と

妹
の
四
人
家
族
で
平
穏
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
。
藤
樹
の
祖
父
は
、

米
子
城
主
加
藤
貞
泰
に
仕
え
て
い

た
。
藤
樹
九
歳
の
時
に
、
祖
父
が

米
子
か
ら
近
江
の
国
に
帰
っ
て
き

ょ

ぇ

し

ん

て
、
藤
樹
（
当
時
与
右
衛
門
）
を
養

子
に
欲
し
い
と
言
っ
て
き
た
。
祖

父
に
は
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
た

め
で
あ
る
。
藤
樹
も
武
土
と
な
っ

て
勉
強
し
た
い
と
い
う
希
望
も
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
話
が
ま
と
ま

り
、
祖
父
と
米
子
へ
行
き
、
一
年

経
っ
た
時
、
藩
主
が
大
洲
の
殿
様

と
な
り
、
祖
父
母
と
と
も
に
大
洲

に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
大
洲

藩
と
言
っ
て
も
、
領
地
（
飛
び
地
）

ゃ
な
ぎ
は
ら

が
風
早
郡
（
現
在
の
北
条
市
柳
原
）

に
あ
り
、
そ
こ
に
三
年
間
赴
任
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
問
に
藤

樹
は
二
つ
の
生
涯
に
わ
た
る
大
事

な
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

―
つ
は
一
生
懸
命
勉
強
し
修
養

し
て
、
立
派
な
侍
に
な
ろ
う
と
志

を
立
て
た
の
で
あ
る
。
成
人
に
な

ろ
う
と
い
う
大
し
た
志
を
立
て
た

の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
志
を
た
て
る

よ
う
な
事
柄
に
出
会
っ
た
か
と
い

う
と
、
藤
樹
は
当
時
、
ま
だ

「
大

学
」
を
読
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
力

量
は
な
か
っ
た
が
、
何
と
か
し
て

こ
の
一
部
分
を
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

「
撃
よ
り
止
て
尉
誓
至
る
ま

で
壱
是
に
皆
身
を
修
む
る
を
も
っ

＂

ん

な

て
本
と
為
す
。
」
こ
の
一
節
を
読

ん
で
志
を
立
て
た
。
こ
の
志
を
生

涯
持
ち
と
お
し
て
立
派
な
人
物
に

な
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
―
つ
は
、
ご
飯
を
食
べ
て
い

る
時
、
こ
の
食
べ
物
は
誰
の
お
か

げ
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
、
恩
は
誰
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
私
た

ち
が
生
ぎ
て
い
け
る
の
は
、
第
一

に
父
母
、
第
二
に
祖
父
母
、
第
三

に
お
殿
様
で
あ
る
。
上
に
上
に
自

分
に
恩
の
あ
っ
た
人
を
訪
ね
て
い

く
と
最
後
に
は
天
地
・
宇
宙
へ
至

る
の
で
あ
る
。
「
恩
」
を
感
じ
た

こ
と
が
藤
樹
の
「
孝
」
の
根
幹
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
元
と
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ほ

う

お

ん

は

ん

L

な
り
、
藤
樹
の
「
報
恩
反
始
」
の

思
想
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

大
洲
に
帰
り
、
十
九
歳
の
時
藤
樹

は
侍
か
ら
奉
行
に
な
っ
た
。
相
当

の
努
力
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
郡
奉
行
と
な
っ
た
藤
樹
は
あ

ち
こ
ち
に
出
か
け
る
機
会
も
多
か
っ

た
。
肱
川
に
関
す
る
逸
話
も
残
っ

て
い
る
。
名
荷
谷
に
郡
奉
行
が
や
っ

て
く
る
。
年
貢
を
負
け
て
も
ら
お

う
と
相
談
し
た
、
し
か
し
、
藤
樹

を
見
る
な
り
、
う
ち
に
秘
め
た
人

格
が
発
散
す
る
よ
う
に
輝
い
て
見

え
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
感
じ
取
っ

た
村
の
人
も
え
ら
い
が
、
藤
樹
の

前
で
嘘
は
つ
け
な
か
っ
た
と
い
う

逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
藤

樹
の
人
格
が
伺
え
る
話
で
あ
る
が
、

次
は
藤
樹
の
人
間
ら
し
さ
を
伺
え

る
話
が
あ
る
。
―
つ
は
、
友
だ
ち

の
家
に
行
っ
た
と
き
、
そ
の
友
だ

ち
も
来
て
お
り
、
藤
樹
の
顔
を
見

る
な
り
、
孔
子
が
来
た
と
言
っ
た
。

藤
樹
は
孔
子
は
二
千
年
も
前
の
偉

人
で
あ
る
。
私
が
少
し
勉
強
し
て

い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
武
士
で
あ

る
か
ら
、
武
芸
を
鍛
練
す
る
の
が

武
土
で
あ
り
、
学
問
を
し
て
い
る

の
を
嘲
笑
さ
れ
た
と
思
い
、
怒
っ

た
の
で
あ
る
。
藤
樹
の
剣
幕
に
そ

の
友
人
は
し
っ
ぽ
を
巻
い
て
逃
げ

て
い
っ
た
。
藤
樹
と
言
う
と
聖
人
、

聖
人
と
い
う
と
怒
っ
た
り
し
な
い

人
格
を
予
想
し
が
ち
で
あ
る
が
、

藤
樹
も
最
後
に
は
そ
う
な
る
が
、

こ
う
い
っ
た
話
も
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
藤
樹
が
元
服
式
の
前
日
、

祝
っ
て
も
ら
っ
て
い
て
、
や
っ
と

の
事
で
自
分
の
屋
敷
ま
で
帰
っ
た

が
、
翌
日
二
日
酔
い
の
た
め
、
頭

が
上
が
ら
ず
、
祖
父
に
手
紙
で
礼

を
言
っ
た
と
い
う
手
紙
が
残
っ
て

い
る
。
藤
樹
も
や
は
り
人
問
で
あ

る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
親
し

み
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
藤
樹
に
悲
し
い
こ
と
が

起
こ
る
。
十
四
歳
の
時
に
祖
母
が
、

十
五
歳
の
秋
、
祖
父
が
、
十
八
歳

の
時
近
江
の
実
父
が
亡
く
な
る
。

母
ひ
と
り
近
江
に
残
す
こ
と
に
な

る
。
二
十
五
歳
の
時
、
一
度
近
江

に
帰
り
、
大
洲
に
来
て
一
緒
に
暮

ら
そ
う
と
い
う
が
、
母
は
そ
れ
を

断
る
。
そ
の
帰
る
途
中
、
藤
樹
は

喘
息
に
な
っ
た
。
藤
樹
は
医
学
も

学
ん
で
お
り
、
自
分
の
体
の
こ
と

と
、
母
に
親
孝
行
を
す
る
こ
と
を

考
え
、
家
老
に
近
江
に
帰
る
許
可

を
願
い
出
た
。
し
か
し
、
い
く
ら

待
っ
て
も
許
可
が
お
り
な
い
。
そ

こ
で
、
藤
樹
は
脱
藩
す
る
の
で
あ

る
。
脱
藩
と
い
う
と
、
人
目
を
避

け
・
追
っ
手
を
意
識
す
る
と
言
っ

た
緊
迫
性
・
悲
壮
惑
は
な
く
、
悪

事
を
し
て
の
脱
藩
で
な
い
こ
と
、

事
前
に
帰
郷
す
る
こ
と
が
多
く
の

人
に
知
れ
て
い
た
こ
と
等
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
、
悠
々
た
る
態
度
は

ふ

ぎ

ょ

う

て

ん

ち

「
わ
が
行
う
と
こ
ろ
腑
仰
天
地
に

恥
じ
ず
」
の
固
い
信
念
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。
近
江
で
の
生
活
が

始
ま
り
、
儒
教
の

「
三
十
に
し
て

室
あ
り
」
の
基
準
を
厳
守
し
、
奥

さ
ん
を
も
ら
う
。
し
か
し
、
藤
樹

の
母
は
奥
さ
ん
の
器
量
が
悪
い
の

で
別
れ
る
よ
う
藤
樹
に
言
う
。
し

か
し
、
藤
樹
は
、
自
分
や
母
や
門

人
の
世
話
を
よ
く
す
る
非
の
打
ち

所
が
な
い
妻
を
、
い
く
ら
母
の
言

う
こ
と
で
あ
っ
て
も
聞
き
入
れ
ら

れ
な
い
と
言
う
と
、
そ
の
後
は
言

わ
な
く
な
っ
た
。

江
戸
時
代
の
学
問
は
、
朱
子
学

が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
朱

子
学
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
場
合

が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
説
明
が
陽

明
学
で
で
き
る
。
陽
明
学
を
補
う

と
完
全
な
も
の
に
な
る
。
陽
明
学

と
違
っ
た
も
の
に
な
り
、
藤
樹
学

と
名
前
が
つ
い
て
い
る
。
陽
明
学

と
の
相
違
点
は
、
「
致
良
知
」
を

陽
明
学
で
は

「
良
知
を
致
す
」
と

読
む
が
、
藤
樹
学
で
は
、
「
良
知

に
至
る
」
と
読
む
。

中
江
藤
樹
は
四
十
一
歳
で
亡
く

な
る
。
遺
言
で
、
母
の
こ
と
、
先

妻
の
子
と
、
後
妻
の
こ
と
、
等
を

心
配
し
て
い
る
。

現
在
の
「
孝
」
に
つ
い
て

最
後
に
現
在
の
「
孝
」
に
つ
い

て
私
の
考
え
を
述
べ
た
い
。

戦
後
、
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い

ぎ
、
戦
勝
国
の
指
示
に
よ
り
、
た

く
さ
ん
の
通
達
が
出
た
。
授
業
の

中
で
、
「
修
身
」
を
し
て
は
な
ら

な
い
。
歴
史
も
地
理
も
。
こ
の
三

つ
の
授
業
は
し
て
は
な
ら
な
い
。

お
ま
け
に
、
残
っ
て
い
た
教
科
書

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
「
修
身
」

に
か
わ
っ
て

「
道
徳
」
の
時
間
が

で
ぎ
た
。
し
か
し
、
「
道
徳
」
の

中
で
、

「
親
孝
行
」
と
か
、
「
孝
」

に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
思
う
こ
と
が
一
っ
と
、
戦
後

の
電
化
製
品
や
、
農
業
機
械
の
進

歩
に
よ
り
、
体
は
楽
に
な
っ
た
が
、

子
ど
も
を
大
事
に
育
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、

「
子
ど
も
孝
行
」

に
お
い
て
は
、
昔
と
同
じ
考
え
で

行
っ
て
い
る
が
、
「
孝
」
と
言
う

も
の
は
そ
れ
だ
け
で
芽
生
え
て
く

る
も
の
で
は
な
い
。
や
は
り
親
が

い
か
に
苦
労
を
し
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

惑
謝
の
気
持
ち
を
惑
じ
、
こ
れ
が

元
に
な
っ
て
、
「
孝
」
が
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

現
在
、
核
家
族
化
が
進
み
、
将

来
、
子
ど
も
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
と
考
え
る
時
代
に
な
っ
て

ぎ
た
。
し
か
し
、
考
え
て
み
る
と
、

二
千
年
来
続
い
て
い
る
「
孝
」
の

倫
理
が
今
日
、
明
日
で
変
わ
る
も

の
で
な
い
と
考
え
る
。
先
人
の
教

え
を
古
く
さ
い
と
片
づ
け
る
こ
と

な
く
、
生
活
の
場
に
活
か
し
て
欲

、o
し
し
以
上
と
り
と
め
の
な
い
話
を
致

し
ま
し
た
が
、
お
わ
り
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
熱
心
に
聞
い
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ。f
 ‘‘`̀ 
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幼
児
期
か
ら
子
ど
も
の
平
均
値

や
相
対
的
な
順
位
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
を
や
め
よ
う

平
均
値
と
の
比
較
や
、
偏
差

値
な
ど
に
現
れ
る
相
対
的
な
順

位
に
と
ら
わ
れ
、
子
ど
も
の
個

性
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
を
失
っ
て
い
る
親
、
子
ど
も

に
よ
い
成
績
を
取
ら
せ
る
こ
と

が
中
心
的
な
関
心
事
に
な
っ
て

い
る
親
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
の
偏
差
値
に
表
さ

れ
る
よ
う
な
尺
度
が
家
庭
の
中

に
持
ち
込
ま
れ
、
い
わ
ゆ
る

「
家
庭
の
学
校
化
」
が
生
じ
て

い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

乳
幼
児
期
に
お
い
て
も
、
身

長
や
体
重
等
の
身
体
面
の
発
達
、

あ
る
い
は
言
葉
の
習
得
な
ど
の

知
的
な
発
達
の
面
で
、
他
の
子

ど
も
と
の
比
較
に
一
喜
一
憂
す

る
親
が
少
な
く
な
い
。
知
育
に

偏
っ
た
早
期
教
育
に
走
る
親
に

見
ら
れ
る
考
え
方
も
、
し
ば
し

ば
こ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
は
、
親
と

子
ど
も
双
方
に
決
し
て
好
ま
し

い
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
子
ど

も
の
成
長
に
対
す
る
親
の
満
足

度
を
国
際
比
較
す
る
と
、
日
本

子
ど
も
の
個
性
を
大
切
に
し
、

未
来
へ
の
夢
を
も
た
せ
よ
う

(14) 

の
親
は

「
満
足
」
と
す
る
者
の

割
合
が
他
国
の
そ
れ
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
に

つ
い
て
は
様
々
な
解
釈
が
可
能

で
あ
る
が
‘
―
つ
に
は
、
親
が

他
の
子
ど
も
と
の
比
較
に
目
を

奪
わ
れ
た
り
、
自
分
の
期
待
感

を
優
先
し
、
専
ら
そ
れ
を
評
価

の
尺
度
に
し
て
、
子
ど
も
自
身

の
個
性
に
応
じ
た
着
実
な
成
長

を
軽
視
し
て
し
ま
う
こ
と
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

、。カ
親
の
不
満
感
は
、
子
ど
も
の

心
そ
の
も
の
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
。
小
学
生
の
自
分
に
つ
い
て

の
評
価
を
国
際
比
較
す
る
と
、

「
勉
強
の
で
き
る
子
」
、

「
友
逹

か
ら
人
気
の
あ
る
子
」
、
「
正
直

な
子
」
、

「
親
切
な
子
」
な
ど
、

い
ず
れ
の
項
目
に
関
し
て
も

「
と
て
も
よ
く
あ
て
は
ま
る
」

と
自
分
で
評
価
す
る
者
の
割
合

が
対
象
国
中
最
低
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
自
己
卑
小
感
や

自
尊
感
情
の
乏
し
さ
は
、
子
ど

も
た
ち
の
個
性
が
大
切
に
さ
れ

ず
、
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
の
結
果
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
る
。親
は
、
ま
ず
、
幼
児
期
か
ら

子
ど
も
の
平
均
値
や
相
対
的
な

順
位
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
を
や

心
を
育
て
る
た
め
に
⑨

％
器
器
器
⑬
徐
器
器
命
喬
徐
器
怨
器
怨
器
怨
怨
器
帝
喬
喬
喬
帝
徐
窃
命
器
器
徐
器
帝
器
帯
器
器
器
器
器
帝
森
器
器
帝
器
帯
器
器
器
器
帝
稼
器
器
徐
夢
r

器

器

帝

命

器

ふtb
[
A
f

↓
 

，

長

器

＂
復
刻
歌
麿
版
画
ア
メ
リ
カ
ヘ

]

町

器

器

野

器

器
)

発》

器

エ

ル

ヴ

ィ

エ

ム

美

術

館

に

と

激

励

し

ま

し

た

。

訪

＼，

大

帝

す

器一＂
一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
七
問
団
は
、
森
助
役
を
団

・^

渡

"

帝

3

'

手

器
器》

怨
日
ま
で
の
旅
程
で
訪
問
団
が
長
に
中
野
収
入
役
（
風

ー

｀

ぶ

拇

，

學

＂

．

，

い

ftl
徐

団

器

＂
出
発
し
ま
し
た
。
こ
の
訪
問
お
こ
し
運
動
担
当
参
事
）
、

i

-

"
〗□
□旦
且
[
[
叶
〗
〗
□
[
-
j
l
J-

.
じ

-
〗i
呈

器

贈

器
帝

ァ

れ

た

真

ん

中

の

版

画

を

討

委

員

会

上

岡

茂

会

長

、

一面

エ

，
＼
＼

命
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
写
真
兵
頭
安
博
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

p

,

'

窃

員
f

[

1

帝徐

命
貸
与
を
交
渉
、
こ
の
版
画
が
の
五
人
で
、
現
地
時
間

帝

器

器

徐

な

く

て

は

、

色

の

復

刻

は

で

の

二

月

一

日

エ

ル

ヴ

ィ

エ

ム

美

な

お

、

昨

年

の

十

月

七

日

窃

器

器

窃
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
発
に
術
館
を
訪
ね
、
パ
ソ
チ
ェ
ソ
コ
か
ら
今
年
の
一
月
三
十
一
日

先
立
ち
壮
行
会
を
風
の
博
物
館
長
に
復
刻
し
た
版
画
を
贈
呈
ま
で
開
催
し
た
特
別
展
に
は
＂

徐器

器》

器

器

器
館
で
行
い
、
町
長
が
、

「
今

す

る

と

と

も

に

、

町

長

の

親

書

一

万

四

千

七

百

九

十

九

人

ヵ

器

徐

器

器
回
縁
を
機
に
姉
妹
館
的
な
交
も
手
渡
す
予
定
で
す
。
（
詳
細
訪
れ
ま
し
た
。

器

器

器
)

器
流
の
意
志
を
伝
え
て
欲
し
い
。
」
は
一
＿
一
月
号
で
）

磁
器
帝
喬
命
命
徐
命
帝
命
稼
帝
窃
器
傍
器
舘
徐
帝
徐
器
帝
器
帝
帝
器
器
徐
帝
器
器
器
器
徐
帝
器
器
器
器
器
器
器
器
器
命
帝
器
器
命
器
器
帯
森
器
器
髯

め

、

子

ど

も

の

個

々

中

野

小

学

校

緑

の

少

年

隊

の

成

長

に

し

っ

か

が

、

一

月

二

十

五

日

（

水

）

鹿

り

と

目

を

向

け

、

野

川

湖

周

辺

で

渡

り

鳥

観

察

そ

れ

を

大

切

に

し

を

行

い

ま

し

た

。

L
M
バ
ー

て

い

こ

う

で

は

な

ド

肱

川

の

方

の

説

明

を

受

け

い

か

。

形

式

的

な

た

後

、

早

速

観

察

を

行

い

ま

平

等

を

重

視

し

た

し

た

。

画

一

的

な

教

育

か

今

年

は

渡

り

鳥

の

飛

来

数

ら

、

個

性

尊

重

の

は

、

約

五

千

四

百

羽

、

カ

モ

教

育

へ

と

転

換

を

が

約

千

二

百

羽

、

オ

シ

ド

リ

図

る

と

い

う

教

育

が

約

三

千

二

百

羽

飛

来

し

た

改

革

の

理

念

は

、

そ

う

で

す

。

子

ど

も

た

ち

は

家

庭

か

ら

そ

の

実

双

眼

鏡

で

渡

り

鳥

を

観

察

し

践

が

始

め

ら

れ

な

て

い

ま

し

た

。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ごご渡り烏みつけたよ：：：-ク.-•`～’ヽ·`｀‘,.-‘`‘’ヽ·`‘’,．ヽ·`～99•‘‘-~，．-／•``'9•‘^~~， ．‘^-、～＾-~9•‘^~'．-／‘~9.-/‘-f•-＾-9,．ヽ／‘-ヽ・～ヽ-9・



(15) 〗毯。毯餓 然国頭醤 g 

成
人
の
日
、
一
月
十
日
バ
ー

ジ
ョ
ン
最
初
の
成
人
の
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
成

人
の
日
が
十
日
に
変
わ
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
成
人
者
の
心
の
中

ま
で
変
わ
る
わ
け
な
く
例
年
以

上
に
盛
り
上
が
っ
た
成
人
式
で

し
た
。
成
人
式
に
あ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
胸
に
秘
め
た
決
意
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
思
い

を
見
失
う
こ
と
な
く
精
＿
杯
大

人
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

今
年
二
十
四
歳
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
の
に
未
だ
に
酒
に
飲

ま
れ
て
い
る
青
年
団
員
か
ら
で

し
た
。
（
飲
み
す
ぎ
注
意
！
）

青年団だより

s
 
u
 0

県

外

0
県

内

0
町 Qa
 

女男女男女男

13人
2
人
2
人
6
人
6
人
4
人

ど
こ
に
住
ん
で
い
ま
す

か。内

7
人
6
人

そ
の
他

0
フ
リ
ー
タ
ー
男

1
人

0
自

営

男

2
人

2
人
6
人

0
平
成

11年
度
成
人
者

52
人

(
S
5
4
.
4
.
2
¥
S
5
5
.
4
.
1
)
 

0
成
人
式
に
何
人
参
加
し
た
か

33
人

0
社
会
人

Q
3
 

0
学

職
業
は
な
ん
で
す
か
。

生

男

5
人

女

9
人

男

14
人

女

3
人

将
来
、
肱
川
町
に
住
ん

で
も
い
い
か
な
？

0
い

い

か

も

男

12人

女

0
人

0
ち
ょ
っ
と
な
あ男女

0
そ
の
時
考
え
る男女

Q
公
0
ひ
み
つ

0
い
な
い

0
い

女男女男女男

8
人
3
人
11
人
2
人
2
人
8
人

,54ri 

解
答
者
男

21人

女

12人

Q
3
 

――
 
――
 
翌
器
祖

恋
人
Or
配
偶
者
は
い
ま

す
か
。

る

（
 

肱
川
町
に
望
む
こ
と
、

今
後
の
抱
負
等
な
ん
で

も
書
い
て
下
さ
い
。

0
も
っ
と
発
展
し
て
ほ
し
い
。

0
若
い
人
が
た
く
さ
ん
く
る
所
、

（
カ
ラ
オ
ケ
ポ
ッ
ク
ス
・

遊

園
地
等
）
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

〇
温
水
プ
ー
）
が
ほ
し
い
。

0
豊
か
な
老
後

0
町
長
に
な
る

0
こ
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
で
ほ

し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Q
R
 肱

川
町
の
名
産
品
は
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
か
。

．
肱
川
ラ
ー
メ
ン

16人

•
し
い
た
け

4

人

.
0永
0
作

3
人

・

養

老

2
人

•
よ
も
ぎ
う
ど
ん

1

人

・

く

り

1
人

・
O原
0
-

1
人

Q
a
 

編
集
あ
と
ば
な
し

毎
年
、
肱
川
町
か
ら
補
助
を

い
た
だ
き
町
外
の
青
年
団
と
交

流
を
広
げ
よ
う
と
国
内
研
修
旅

行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

合
年
は
平
成
十
二
年
三
月
十

八
日
＼
十
九
巳
（
土

・
日）
、
大

阪
方
面
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
を
読
ん
で
い
る
若
者

の
み
な
さ
ん
、
ま
だ
間
に
合
い

ま
す
！
合
す
ぐ
、
青
年
団
事
務

局
(
6
三
四
ー
ニ
三
ー
一
）
ま
で

ご
一
報
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
一
所
に
楽
し
い
研

修
旅
行
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
こ

の
研
修
旅
行
で
あ
な
た
の
人
生

が
変
わ
る
！
か
も
し
れ
な
い

゜合
月
の

A
S
U
K
A
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

ニ
ュ
ー
ス
で
成
人
式
の
様
子

な
ど
見
る
と
、
末
お
そ
ろ
し
い

な
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
も
の
な
ん
で
す

が、

肱
川
の
成
人
式
は
ど
う
や

ら
無
事
終
わ
っ
た
よ
う
で
安
心

で
す
。さ
て
近
頃
少
し
ず
つ
ポ
カ
ポ

力
あ
っ
た
か
い
日
が
増
え
て
き

て
、
菜
の
花
な
ん
か
も
咲
い
て

い
て
春
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す

（
少
し
早
い
か
？
）
。
水
仙
の
匂

い
を
嗅
ぐ
と
小
学
校
の
卒
業
式

を
思
い
出
す
ん
で
す
が
、
も
う

そ
ん
な
時
期
な
ん
で
す
ね
工
。

9,“臼
髭
"
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月 のヵ
●濯．冨＇濯署

レ ン
保健センター
B34 -2340 

グ1-
［行事予定表〕

"μc 

種別 日（曜） 1ヽ了ー 事 場 所 時 間

成 15（水） リハビリ教室 13:00~16:00 
人

保健セ‘ノター
保

健 28（火） 元気印教室 13:30---...,16:40 

母
7 （火） ムシ歯予防教室 g :30,.___,n:oo 

子
22（水） 幼児教室 保健セソター

保
9: 30'"'--'13:30 

健 29（水） 乳幼児健診 13:00,...__,13:30 

3 （金）

デイケアー 保健セソター 8 : 30"-" 16: 30 

精
8 （水）

神 8 （水） そよ風の会 肱川町公民館 9 :30,.___,14:00 

保 17（金）

健
24（金） デイケアー 保健セ‘ノター 8 : 30'"'-'16: 30 

31（金）

日（曜） 主 な 1ヽ了一 事

1 （水） 防火パレード

2 （木） 納（正税山相分談館 ・山槌集会所）

3 （金） 納町議税会相運談営（大委谷員分会館）

7 （火） 不用犬引取り

8 （水） 町議会3月定例会招集

15（水） 確定申告期限

17（金） 肱川中学校卒業式

21（火） 定例部落長会・不用犬引取り

22（水） 古紙収集

23（木） 句碑除幕式

24（金） 各小学校卒業式（修業式）

26 (日） 鹿野川しゃくなげまつり開幕

28（火） 税金等出張受入

3月の不燃物収集

3月15日（水）から

（出すのは14日中に）

収集地区

小畑井 ・萩野尾・汗生・

肱栄・大和・小藪・中野・

鹿野川・大谷地区

収集日

3
 
月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

5 (日）
久保 医 院

25-0158 
（新 谷）

肱 J 11 医 院
25-2915 

12 (日）
（菅 田）

清 水 医院
52-2883 

（長 浜）

19(日）
三瀬 医 院

26-0003 
（八 多 号...1... ） 

般 20（月）
城戸眼科医院

24-3008 
（末広町）

26（日）
藤本外科医院

24-2310 
（中町）

救 月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

3
月
6
日
（
月
）

午
後
1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

心
配
ご
と
相
談
相

談

員

福

田

保

谷

本

基

子

3
月
6
日
（
月
）

万

願

寺

亀

次

後

藤

忠

3
月
21
日
（
火
）

時

間

午

後

1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

社
会
保
険

＿
日
出
張
相
談
所

相

談

日

鴻

所

註
226BB
五
｝
大
洲
商
工
会
議
所

3
且
239BB
五

｝

内

子

町

商

工

会

相

談

日

日
行
政
相
談

時

白

石 郷
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／
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1
ご
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